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Abstract
　 The　current 　study 　investigated　the　change 　of　EFL 　learners’ unWillingness 　to　speak 　English，103

Japanese　university 　students 　were 　analyzed 　in　terms 　of 　whether 　they 　had　reduced 　their

unwillingness 　to　speak 　Enghsh 　after　they 　were 　engaged 　in　activities 　devised　1）ased 　on 　the

principles　of　SPM （sentences 　per　minute ： Soesi，2005）．　 Data　on 　their　unwillingness 　to　speak

English　was 　co11ected 　before （Time 　1）and 　after （Time　2）three　weeks 　of 量nstruction ．

Unwillingness　to　speak 　English　was 　conceived 　Qf　a　complex 　of　three　factors，　i，e．，　high　anxiety ， 10w

perceived　competence ，
　and 　avoidance 　of　speaking ．　 Comparison　of　the　means 　of　the　three　factors

for　Time　l　and 　2　showed 　that　the　means 　for　Time 　2　were 　lower出 an 　Time 　1．　 Matched−sample 　t

tests　were 　performed　on 　the　three　variables ，　the　results 　of 　which 　ind三cated 　that　the　differences

were 　statis廿cally 　signi 丘canL 　In　addition
，
　examination 　of 　the　changes 　of　the　individual　learners　and

仕1e　results 　of　cluster 　analysis 　showed 　that，　although 　some 　learners　showed 　an　increase　in　their
unwillingness 　to　speak 　English

，
　a　large　percentage 　of 　the　learners　had　decreased　their

UnwillingneSS ．
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1．は じめ に

　本研究 の 目的 は，学習者 の ス ピーキ ン グに 対す る抵抗 感 を軽減す る こ とを 目的の ひ とつ

と して 指導 を行 い ，その 指導の 前後で 抵抗感が軽減 され るの か ど うか検討す る こ とで ある
1
。

英語 の 授業 に お い て ，学習者 に何 らかの 発話 を英語 で す る よ うに 求め る と，た とえ簡単な

こ とで あ っ て もなか なか言 葉を発 しない こ とが ある 。
こ の 原因に は様々 なこ とが 考え られ

る が，主 に英語で 話 す こ とに対 して 自信 が な く，そ の ため抵抗感 が あ っ て 発 話 を妨げて い

る と考え られ る 。 授業内で 何 らか の ス ピ ーキ ン グ活動 を行 う場合 ，学習者が積極 的に発話

を行わ なけれ ば授 業 は成功 しない 。 その ため ，授業 を効 果的 に進 め るた め に は，抵抗感を

軽 減 し積極的 な活動 を促 す必 要 が ある 。 ま た，抵抗感 を軽 減す る こ とは ，授 業 を効果的に

進め る手段 と して重 要 な だ けで は な く，学習者 の 畏期 的な学習 を支 える 動機づ けを高め る

こ とを 目指す場合 に は，教授 目標 と して も重要で あろ う 。

　英語 で 話す こ とに 対 して 自信 をつ け，抵抗感 を軽減 し，積極 的 な発 話 を促す こ とは教育

上 の ニ
ー ズ で あ る が 　こ れ を第 二 言 語 学 習 に お け る 動 機 づ け研 究 に 位 置付 け る と，

Willingness　to　Communicate （以 下，　 WTC ）の 枠組で 論 じる こ とが で きる 。
　WTC とは 自発 的

に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を図 る意思 （八 島 ，
2003

，
2004）で あ る が， そ の 意思 に対 して 影響
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す る要因 と して 自信 （self −confidence ）が あ り，そ の 自信 を構 成する 下位概 念 と して ，不安

（anxiety ま た は communication 　apprehension ） が な い こ と と， 能 力 認 知 （perceived

competence ）が 肯定的 で あ る こ とが挙 げ られ て い る （Maclntyre ，
　Cl6ment

，
　Ddrnyei

，
＆ Noels，

1998）。 また WTC に影響す る要 因に 関す る研究で は，不安 と能 力認知が WTC に対 して 影

響す る こ とが 示 され て い る （MacIntyre ，1994；Maclntyre ，
　Baker

，
　Cl6ment ，＆ Donovan ，2002；

Yashima
，
2002；Yashima ，　Zenuk−Nishide，＆ Shimizu，2004）。 こ れ を踏まえ，ス ピーキ ン グ に対

す る抵 抗 感 を WTC の 概 念 に 位 置付 け る と，学習者が 英語 に よ る ス ピ ー
キ ン グ を避 け る こ

とは WTC が 低 い こ とと言 え，そ の 原 因と して ，不安が 高い こ と と，英語 で コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ

ン を行 う力が な い と認知 して い る こ とが 影響 して い る と考 え られ る。抵抗 感 を軽減す る た

め に は，不安 を ドげ，自分 自身の 能力の 認知を肯定的 にする こ とで ，積極的に コ ミュ ニ ケ ー

シ ョ ン を図ろ う とす る 意思 を育 て る こ とが 必要で あ る と言 え る 。 しか し，D6rnyei （2001）

が指摘 する よ うに，第二 言語学習 に お ける動機づ け研究 で は ，学習者の 自信 とい う側面は

あ ま り取 り上 げ られ て お らず， 自信 を高 め る た め の 教授方略の 議論 は活発で はない
。

　不 安 が低下 す る こ とや 自分 の 能力 の 捉 え方が 変化 す る こ との よ うに，学 習者 の 内面 が 変

化す るた め に は，中村 （1983）が 述べ て い る よ うに
， 学習者が 自ら努 力 した こ とに お い て

成功 し， そ れ に 対 して成就 感や喜 び を感 じ， 自信 を深 め る こ とが 必要 と思 わ れ る 。 学習者

に 「自信 を持 ちな さ い 」 と語 っ て も， そ れで 自信 が持 て る わ けで は な い
。 実際 に英語で 話

す活動 を行 い ，それ を通 して 自分 も英語で 話すこ とが で きる の だ とい う実感 を もち，達成

感や 成就感 を味 わ うこ とで 自信 に つ なが る と考 え られ る 。 た だ し， Horwitz，　Horwitz，　and

Cope （1986）や Price （199．　1）が 指摘す る ように，学習者は四技能 の うちス ピ ー
キ ン グ にお

い て 最 も不安 を感 じや す い と考 え られ るた め ，単 に ス ピー キ ン グ活動 に取 り組 ませ るだ け

で は，学習者 は 強い 抵抗 感 を感 じる もの と思 わ れ る 。 抵抗 感 を軽 減す る た め に抵抗 感 を感

じる 活動 に取 り組 ませ る とい うの は
一

見矛盾 する こ との よ うに も聞 こ え る 。 英語で 話す機

会を与える と，そ れ に よ り抵抗 感を感 じ，そ の 結果逆 に 抵抗 感 を高 めて しま うこ とに つ な

が る 恐れ が あ る 。 したが っ て ， ス ピ ー
キ ン グ活動 を行 い なが ら抵 抗感 を軽減 す る こ とを 目

指す な らば 学習 者が 英語 を 話す 中 で 不安 を感 じな い よ うな工 夫 を しつ つ ．か つ 自分の 力

で 話 して コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン が で きた と感 じる よ うな 成功経験 を得 やす い よ うに，慎重 に

活 動 を設計，工 夫す る必要 が ある 。

　 本研 究の 対象 と な っ た授業 で は，学 習者が 自身の パ フ ォ
ーマ ン ス を肯定 的 に評 価で き，

成功経験を得 られ る よ うな学習活動 と して ，SPM と呼 ばれ る活動 を授業に取 り入 れた 。 以

下 で は こ の 活 動の 特徴 と， こ の 活動 を取 り入 れ る前 後で 学習者の 抵 抗感に変化が あ る の か

ど うか分析 を した結果 を報告す る 。

2．研 究

2．1 対象者

　対象者 は 中国地方 の 大学 に 通 う大 学生 で ，英語 の ス ピーキ ン グの 授業 を受講 して い た者

で あ っ た 。 こ の 授業 は 大学 1 年生 を対象 と した必修 の 英語 の 授 業で ，週 1 回 （90 分）行 わ

れ た 。 対象者は こ の 授業の 他 に リーデ ィ ン グ を主 とす る英語 の 授 業 を週 1 回受講 して い た 。

こ の リ
ー

デ ィ ン グの 授 業の 担 当者は ，当該の ス ピー
キ ン グ の 授業 の 担 当者 と は 異 な る 。 授

業 は 4 月か ら 7 月まで 行 わ れ たが ，抵抗 感 を軽減す る取組は 初め の 4 週間で あ っ た 。

　調査対象 と な っ た ク ラ ス は 4 ク ラ ス で ，履修者 は 129名 い た が ，調 査期 間の 授業 を一
度

で も欠席 した者 は分析 か ら除外 し，103名 を分析対 象 と した 。 履修者 の 専攻は 生物学，法学 ，

教 育学，看護学 な ど多岐 に わ た る が，分析対象とな っ た学習者 の 中 に は，英語 に 関す る分

54

JACET／burnal　48　C2009）
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Association of College English Teachers (JACET)

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Assoolatlon 　of 　College 　Engllsh 　Teaohers 　（JACET ｝

野 を専 攻す る 者 は い ない
。 また ，対象者の 英語力 は決 して 高 い とは言えない とい う印象で

あ っ た 。 授業内で の 彼 ら の 発話 を観察す る と，基本 的な 文法 や語彙 を使 っ て 文 を作 る こ と

に困難 を感 じる 者が 多か っ た 。 彼 らは 調査期 間後 に大学 が 実施す る TOEIC 　IP テ ス トを受験

して い るが ，そ の 時 の ス コ ア は ほ とん どが 300点台か ら 400 点台で あ っ た 。

2．2 授業方法

　調査対象 とな っ た授業で は，抵抗 感を軽 減する こ とを 目的の ひ とつ として ，SPM と呼ば

れ る指導法を取 り入れた 。 SPM とは Sentences　Per　Minute の 略で ，　 Soresi（2005）に よ り考

案 された，ス ピーキ ン グの 流 暢さ を高め る こ と を目的 と した指導法で ある 。 こ の 指導法 は

話す こ との 流 暢 さを高 め る こ と を主 目的 と して い る が ， こ の 活動 は学習者 に英語 を話す こ

と へ の 自信 を つ け抵抗感 を軽減 させ る効果が あ る と考 え， こ の 指導方法 を対象の授 業で 採

用 する こ とと した 。

　 SPM の 基本的 な手順 は次 の 通 りで ある 。

  学 習者 は 向か い 合 っ て 2列 に並 び ペ ア にな る 。 指示 が しや すい よ うに 列 に 名前 を つ け

　　 る （こ こ で は 1番 ，2 番 とす る 。 他の 名前で も良 い ）。

  教授者は
， 話す テ

ー
マ を伝える 。

  1番が 決め られ た テ ー
マ に つ い て ，30秒 問英語で 話す 。 時間は教授 者が測 る 。 その 間，

　　 2番 は 1番が 発 した文 の 数 を数え る 。

  30秒 た っ た ら話 をやめ る 。 2 番は 1番 に文 の 数 を伝 える 。

  　1 番 と 2 番 が役 割交代 し，2 番が 30秒 間話 し，1番が 文数を数 える 。 30秒 た っ た ら止 め ，

　　 1 番は 2番 に文数 を伝 える 。

  　 どち らか の列 が 隣 に ひ と り分移動 して ，ペ ア を変える 。

  　同 じテ
ー

マ で   〜  を数 回繰 り返す 。 その 際 「前の 回の 文 の 数 プ ラ ス 1 」 を 目指す よ

　　 うに 指示す る 。

　 基本的 な手順 は 以 上 で あ る が， こ の 活動の バ リ エ
ー

シ ョ ン と して ，相手が 話 した こ と を

要約す る summary 　task が 可 能で あ る 2
。　 summary 　task は ，上 記の 基本の 手順 を数回行 っ た

後 に行 うもの で T1 番が テ
ー

マ につ い て 30秒話 し，2 番 は 文数は数 えず に，内容 を記憶す る 。

次 に 2 番に 45秒与 え，1 番が 話 した 内容 を要約す る 。 1 番が 言 っ た言葉その もの を使 っ て

も良 い し， 自分 の 言 葉 に 置 き換 えて も良い 。 それが 終わ れば 1 番 と 2 番 が 役割交代す る 。

こ の 活動 で は ，相手が 話 した 内容 の 何パ ーセ ン トを要約で き るか を見る 。

　 SPM が 抵抗 感 の 軽 減 に有効 で あ る と判 断 した理 由は ， こ の 活動 の 基 準 設定 の 機 能 と

フ ィ
ー ドバ ッ クの 機能 にあ る 。 特 に次の 3 点が重要で あ る と考える 。

　基準噬 性　達 成感は ，学 習者 が 自ら行 っ た こ と を振 り返 り，それが 成功 で あ っ たか

ど うか判断 した結果 と言える 。 学習者が 自らの パ フ ォ
ー

マ ン ス を振 り返 り，それ が成功で

あ っ た か否 か判 断す る こ とは，何 らかの 成功 の 基準が あ り， 自分 の パ フ ォ
ー

マ ン ス が そ れ

に達 して い た か どうか 判 断 して い る こ とと考えられ る 。
こ の 成功 の 基準 は，同 じ活動 の 中

で も学習者間で
一様で は な い こ とが ある と考え られ る 。 例えば ，ス ピーキ ン グ を行 う場 合 ，

文法的 に 正確 な文 を作 る こ と を基準 に 活動す る者 もい れ ば，正確 さ よ りも意図 が伝 わ る こ

とを基準 とする 者 もい る だ ろ う。 こ の よ うに，何 らか の 活 動 を行 う場合 に は，学習者 は そ

れぞ れ に異 な る基準 を取 る 可 能性が あ り， また そ れ は必 ず しも教 師が意 図す る基 準と一
致

す る とは限 らな い こ とが予想 され る 。

　 成功経験 を得 や す くす る た め に は ，教授者の 意図が伝 わ りや す い よ うに，学 習 者は共 通

の 指標 を基 準 にす る こ とが必要 に なる 。 その ため には 、言語教育の 専 門家で は な い 学 習者
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に と っ て も分か りや す い 指標で あ る こ とが求め られ る 。 SPM で は 文の 数 と い う分 か りやす

い 指標 を基準 とす る こ とで ，全 員が 同 じ指標 に 基 づ い て 活動す る こ とを可能 に し， フ ィ
ー

ドバ ッ ク の 効果 を高 め る こ とがで きる 。

　基塰2個趾性　学習者が 活動 に取 り組 む 中で 成功経験 を得 て ，達成感 を感 じられ る よ う

に す る た め に は ，難易 度 を学習者 の 能力 に合わせ るこ とが 求 め られ る 。 しか し p 学習者 間

に は能 力差が ある た め，同 じ活動で も易 しい と感 じる 者 もい れば ，難 しい と感 じる者 もい る 。

した が っ て ， 同 じ指標 を基 準に用 い た と して も，全員が
一
律 の 基準に従 うの で は，難 しす

ぎて 自信 を失 う者が い た り，易 しす ぎる た め に 意欲が 湧 か な い とい う者が い た りす る 叮能

性 もあ る 。 学習 者 の 個 人 差 が あ る場合 は，活 動の 難 易 度 を どの よ うに調 整 した と して も，

全 員 に適 した基準 に な る こ とは無 い 。 そ の ため ，で きる だ け多 くの 学習者が 達成感 を感 じ

られ る よ うにす る に は ，個 々 の 能力 に合 っ た適度 な難易 度の 基準 を個 別 に 設定す る こ とが

求 め られ る 。

　SPM で は
T 自分が 発 した 文数 をもとに プ ラ ス 1 を 目指すが ， こ れが 個人 ご とに 異な る基

準 を取 る こ と を可能 に して い る 。 30秒話す とい う同 じ活動 を全 員が 行 うわ けだが ，その 中で ，

例 え ばある者は 4 文 ある者は 8 文 とい うよ うに 　自分の 能力に応 じて異 な る基準 を設定

す る こ とが で きる 。 こ れ に よ り．能力差 の ある学習者 に対 して ，ひ と つ の 活動の 中で も成

功経験を与 える こ とが可 能に な る と思 わ れ る 。

　 また， プ ラス 1 を目指す とい う，実現 で きそ うだ と感 じる こ とが で きる 範囲に 目標 を定

め る こ とで ，が ん ば っ て 文数 を伸ばそ うとす る意 図へ つ なが る と考え られ る 。

　 フ ィ
ー

ドバ ッ ク の 即 時性 　学 習者 は ，活動 を行 っ て か らす ぐに フ ィ
ー ドバ ッ ク を与 え ら

れ る ほ うが ，時間が経 っ て か ら与 え られ る よ りも自分の パ フ ォ
ー マ ン ス を評価 しやす い と

思わ れる 。 SPM で は 話 した後に す ぐに 文数が分か るの で ，基 準 に達 して い るか どうか す ぐ

に 判断で きる 。 その た め， フ ィ
ー ドバ ッ クの 効果が高い と考 え られ る 。

　以 上 の 3 つ の 理 由か ら，SPM は 学習者が ス ピ ー
キ ン グ に対 して 成功 経験 を得 る こ とを可

能 に し、そ の ため 抵抗感の 軽減に 効果が あるの で は ない か と考 え， ス ピー
キ ン グ の 授 業 に

取 り入 れ る こ とと した 。 調 査 の 対 象 とな る ス ピー
キ ン グの授 業 は 週 1 回ず つ 約 3 ヶ 月間行

わ れ たが ，抵抗感 を軽減す る こ と を 目的 と した授業は第 4 週 目まで で あ っ た 。 よっ て こ こ

で は，第 1 週 目か ら第 4 週 目 まで の 取組 の 結果 を報告 する 。 各回 の 授業 内容 の 概 要は 表 1

の 通 りで ある。

　第 1 週 目で は，履修者同士 で 自己紹介 を行 っ た 。 こ れ は、 後々 の 授業で ス ピーキ ン グ活

動 を円滑 に 行 うため に ，履修者同士で 話 しや すい 雰囲気 を作 る た めで あ っ た 。 対象者は大

学 に 入学 した ばか りで ，周 囲 に知 っ て い る 人が い な い 状 況で あ っ た た め，互 い に顔見知 り

に なる 機会が 必要で あ る と判 断 した 。 自己紹介 の 方法は ，SPM の よ うに 2列 に 並び ， 自己

紹介 した り相手に 質問する 時 間 を設 け た 。 1 回 を 2 分 間 に 制 限 し，時 間が 来る と片方の 列

が ひ と り分 移 動 し， ペ ァ を変 えて ま た 2 分 間話す こ と を繰 り返 した 。 こ の 自己紹介 は英語

で 行 っ た 。 予 め 相手 に 聞 きた い こ と を学習者 か ら引 き出 し，そ れ を尋 ね る た め の 英語 の 表

現 を板書 して お き，学習者は必要 な時 に い つ で もそれ を見て 話す こ とが で きる ように した 。

　 第 2 週 目か ら第 4 週 目で SPM を取 り入 れ た活 動 を行 っ た 。 第 2 週 目で は SPM を 1 つ の

トピ ッ ク に つ き 3 セ ッ ト行 っ た 。 第 3 週 目と第 4 週 目で は，SPM を 1 つ の トピ ッ ク に つ き

3 セ ッ ト行 い ，あわせ て summary 　task を 1セ ッ ト行 っ た 。
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表 1． 授 業内容の概要

第 1週 日 Getting　to　know　each 　ether

第2週 目 SPM 　 （指導前に抵抗感 の デー タ収集 …　　 第 1時点）

Topic　1：What　did　you　do　1ast　night ？

Topic　2：　What 　did　you　do　this　morning ？

ToP 童c　3：What 　are 　you　goj血g　to　do　tonight？

　 ＊ 各 トピ ッ ク で SPM を3セ ッ ト

第3週 目 SPM ＋ Summary　Task

Topic　l：Things　you　like
Topic　2：Th｛ngs 　you　d〔m

撃t　like
Topic　3二Thi皿gs　you　want 　to　do　in　college

　 ＊各 トピ ッ クで SPM を 3セ ッ ト行い
， そ の 後summary 　taskを 1セ ッ ト

第 4週 目 SPM ＋ Summa 四 T跚 k

Topic　1：　What　is　your　hometown 　iike？
Toplc　2：What　ki旦d　of　people　were 　there　arou 皿 d　you　in　your　e｝cmentary 　schoo1 　ancl／or

　 　 　 junier　high　school 　days？

Topic　3：What　kind　ofpeople 　were 　there　around 　you　in　your　senior　high　school 　days？

　 ＊ 各 トピ ッ ク で SPM を3セ ッ ト行 い ，その 後 summary 　taskを 1セ ッ ト

第5週 冒 （指 導前に抵抗感 の デ Pt タ 紋集 ・。・第2時点）

　SPM の セ ッ ト間に は，次の セ ッ トへ 向け て話す内容や表現 を考え る た め の 時間を とっ た 。

また，学習者が SPM の 目的に 沿 っ て 活動で きる よ うに ，い ろ い ろ な指示を交えた 。 例えば，

こ の 活動で は文法的 に正確 に話す こ とは 目的 と して い ない の で 間違えて も良い ことや ，言

い たい こ とを英語 で ど う言 えば 良 い の か分 か らな い 時は， 日本語に対応 す る英 語 を探す の

で は な く，言 い た い こ と をい ろ い ろ な文を使 っ て 説 明 をす る と よ い ， とい っ た こ とや ，他

の 人の 文数は気 に せ ず に 自分 の 文数 を伸 ばす こ とに集中す るこ とな どを指示 した 。

　なお 5 週 目以 降 は， グル ープで の 会話 や プレ ゼ ン テ ーシ ョ ン な ど を行 っ た 。 これ らの 活

動 は
一

対
一

の 会話 よ りも緊張 を強 い る と考 え られ るが ，そ うい っ た活動をス ム ーズ に実行

す るため に， ス ピーキ ン グ に対 す る抵抗 感 をで きる だ け低 め， また こ の授 業は英語で 話す

場 で あ る とい うこ と を学生 に 認識 させ ，積極的 に英語で話す雰 囲気 を作 る こ とを意図 して，

第 4 週 目まで SPM な どの 活動 を行 っ た 。

2．3 デ ータ収集

　抵抗感の デ
ー タは，質問紙に よ り収集され た 。 使用 され た項 目 を表 2 に示す 。 こ の 質問

紙 は ，本研究 の 前年度 に パ イ ロ ッ トス タ デ ィ
ー

（磯 田，2008） を行 い 作成 され た 。 前述 の

よ うに こ れ まで の WTC 研 究で ，不安 と能力認知が WTC に影響す る とい う結果が得 られ て

い る こ とを踏 まえ て ，本研 究で は英語で の ス ピーキ ン グに 対す る抵抗感 を，不安が 高 い こ と
，

能力認知が低 い こ と，WTC が低 く話す こ とを避 け よ うとす る こ との 3 つ の 要 因か らな る と

し，そ れ らを測定対象 と した 。 そ して ，各要因 5 項 目ず つ ，合 計 15項 目か らな る質問紙 を

作 成 した 。 こ れ を，今 回の 調 査 と同 じ授 業 を前 年度 に 受講 して い た 大学 1 年生 165 名 を対

象 に 実施 し，確 認的因子分析 を行 っ た 。 適合度 を もと に項 目の 選定 を行 っ た と こ ろ ，各要

因 3 項 目， 合計 9 項 目が 選 ば れ た 。 それ が 表 2 に示 され る もの で ある 。 対象者は こ れ らの

項 目の 内容が 自分 に どの 程度当て は ま るか 7段 階 で答 える （71 とて もよ く当て は まる，6 ：

だ い たい 当て は まる，5 ： どち らか と言 えば 当て は ま る，4 ： どち らで もない ，3 ： どち らか
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と言 え ば 当 て は まら な い ， 2 ： あ ま り当 て は ま ら な い ， 1 ： ま っ た く当て は ま らな い ）。 4 が

中性 点で ，値 が 高い ほ ど， ス ピー
キ ン グ へ の 抵抗感が 強い こ とを示す 。 能力認 知が低 い こ

と に 関する 項 目が T 能力 1 〜 3，不安が 高 い こ とに 関す る項 目が ，不安 1 〜 3， そ して 話す

こ とを避 ける こ とに 関す る 項 目が，回避 1 〜 3 で あ る 。 不安 3 は反転項 目で あ る 。

　なお ．不 安の 測定 に つ い て は，否定 的 な情意反応 の み を測定す る もの で あ る 。 不安 とい

う概 念 に は，結果 を気 に す る こ と と い っ た 認知 的な側 面 と，緊張す る と い っ た情 意的側面

が 含 まれ る （cL 　Wigfield＆ Eccles
，
　1989）c こ の うち，本 研 究で 使用 され る不 安の 項 目は情意

的 な側 面の み ，つ まり否定的情 意反応 に 関 する もの の み で あ る 。

　 また ，第二 言語 で の WTC 研 究で は，　 Maclntyre
，
　Clement，　D6rnyei，　and 　Noels （1998） は特

定状 況下で コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を図る 意図 と して WTC を概念化 して お り，状態 （state ） と

し て の 水準 で の 概 念 で あ る が ，本 分 析 で は 英 語 で 話 す こ と に対 す る 抵 抗感 を 傾 向性

（disposition） と して 測定 し，学習者の 特性 と して 扱 う。

表 2． 質問項 目

i．私 が話す英語 は 、相手に意味が伝わ らない と思い ます

2．私 は 、人 と英語 で 話す時、緊張 します

3．私 は 、で きれ ば入 と英講で 話 し た くあ り ませ ん

（能力 1＞

（不ee　1）

（回避 1）

4．私 は 、今の 英語力で は英語で 話す こ とは で きな い と思い ます 　　（能 力2）

5，私 は 、人 と英語で 話す時、 どき どき します

6．私は 、人 と英語 で 話す こ とは避 けた い で す

　 私は 、英語 で話 して 、 自分 が考えて い る こ とを梱 手に伝え る こ
7．
　 とが で きない と思 い ます

8、私 は、入 と英語で 話す時、 リラ ッ ク ス して い ます

　 私 は、英語 で 話 さなけれ ばな らない 時は 、 で きる だけ しゃ
べ ら

9．
　 ない よ うに して い たい です

（不 安2）

（國 避 2）

（能力3）

（不安3）

幗 避 3）

　本研 究で の デ
ー

タ収集 は ， まず第 2 週 目の 授業の 始 め ，つ ま りSPM を導入 す る前 に 第 1

時点の 抵抗 感の デ
ータ を収 集 し，そ して 第 5週 目の 授業の 始 め，つ ま り SPM を取 り入 れ た

活動が 終 了 して か ら 1 週 間後 に 第 2 時 点 の 抵 抗 感の デ
ー

タ を収 集 した 。 対 象者 に は予 め こ

の 質問紙 は 授 業 の 成績 に は 関係が 無 い こ と を告 げ， 自分 が 思 っ て い る こ とを正 直 に 回答す

る よ うに伝 えた 。 記入 に は 充分 な時間 を与 え ，全 員の 記 入 が 終 わ っ た こ とを確 認 し て か ら

回収 した 。

2 ．4 分析方法

　 まず，各要 因で 内的整合性 を検討 し， 3 項 目 の 平均 値 を もっ て 抵抗感の 尺度得点 とす る 。

内的整合性 の 検討 に は ク ロ ン バ ッ ク の α 係数 を用 い る 。続 い て ，抵抗感 の 変化 の 分析 を行

うが 　まず 平均 値 の 水準 で の 変 化 を調 べ るた め に、対応 の あ る t検 定 を行 う。 あ わせ て，

個人 の 水準 で 変化が ある の か どうか検討す るた め に ，個 人 ご との 値の 変化 を検討す る 。 また ，
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個人 内個 入差 に 着 目 し， ク ラ ス タ
ー

分析 を用 い て 学習者の 特徴 が 第 1 時点か ら第 2 時点 へ

か けて どの よ うに変化 した か調べ る 。

2．5 結果

　各時点 で の 項 目ご と の 記述 統計 を表 3 に示 す （反転項 目 （不 安 3）の デ ー タは 反 転 して

い な い ）。

表 3． 第 1 時点 お よび第 2 時点 に お け る 各項 目の 記述 統計

第 1時点 第2時点

平均 　 標準偏差　　 平均 　 標準偏差

能力 1　 　 4．98
能力 2　 　 5．36

能力3　　 5．07

1．34L481

．47

4，464
．624
．68

1．341
．531
．32

不安 1　　 5．81
；」f〈安2　　　　5，68
不安3　　 230

1．391
．371
．08

5．465
．082
．62

1．301551

．09

回 避 1　　 4．62

興避2　　 4，59
圓避 3　 　 4，17

1．941
．891
．66

4．434
．353
．82

1．681
．701
．49

　反転項 目の デー タ を反転 した後 各要因で ク ロ ン バ ッ ク α を算出 した とこ ろ ，能力認知 は，

第 1 時点で は ．87，第 2 時点で は ．85 で あ っ た 。 不 安は，第 1 時点で は ．90，第 2 時点で は ．87

で あ っ た 。 回 避は ，第 1 時点 で は ．92，第 2 時点で は ．93 で あ っ た 。 こ れ らの 値 か ら，3 要

因 と も両時点 に おい て 内的整合性 が充分 に高い と判 断 した 。 そ して ，各時点で 3 項 目の 平

均値 を算出 して 尺度得点 と した 。

　次 に ，平均値の 水準で の 変化 を調べ る ため に，尺度得点 を用 い て要 因 ご とに対応 の あ る t

検定 を行 っ た 。 有意水準 を 5％ に 設定 して 分析 を した結果 平均値の 差 は 有意で あ っ た 。 2

時点 に おける 尺度得点 の 記述統計，お よ び ’検定 の 結 果 は表 4 の 通 りで あ る 。

表 4， 両時点 に お ける 尺度得点の 記述統計 と t検定 の結果

平均　　　　標準偏1…　　　t（102）
　 　 　 　 　 　 5．i4
能力

’
認知

　 　 　 　 　 　 4．59
7
勹

」

2211
6．74 ，00

不安
3
 

73戸
35 70

／
llll

5．58 ．00

圃 避
で
UO4244 03哩

ノ

气ソ

LL
2．91 ．00

（上段が第 1時点， ド段 が第2時点）

　続 い て ，個 人 ご との 変 化 に つ い て 考 察す る た め に，第 1 時点の 値 を ベ ー
ス ラ イ ン と して ，

第 2 時点の 値が ど う変化 した か 調べ た 。 第 2 時 点の 値が 第 1 時点 よ りも低 け れ ば 軽減 され

た と解釈 し，逆 に 第 2 時点 の ほ うが 第 1時点 よ りも高けれ ば上昇 した と解釈 した 。 両時点

で 値が 同 じ場合は 変化 しなか っ た と解釈 した 。 その 結果が 表 5 で あ る 。
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表 5． 個 人 ご との変化

軽減 上 昇 変化 な し
戔

目

能力認知

不安

圖避

76 （73．79％）
63（61，17％）
58（56．31％）

19（18．45『レも）　　 8（7，77％）

19（18．45％）　　21（2039％）
32 （3廴07％）　　13（12．62％）

103103

／03

　続 い て ，三 要 因 の 個人 内個人 差 に 着 目 し， ク ラ ス ター分析 を用 い て 3 つ の 値 の 高低 の パ

タ
ー

ン に よ り対象者の 分類 を行い ， どの ような特徴の 学 習者が どの よ うな変化 を した の か

記述 した 。

　第 1，第 2 時点 に お ける 3 つ の 要因の 尺度得 点 を標準化 した後，平方 ユ
ー

ク リ ッ ド距離

を用 い た ウ ォ
ー ド法 に よ るク ラ ス タ

ー
分析に投 入 した 。 その 結果 図 1の よ うな結果 を得た 。

結合 距 離の 変化，お よ び得 られ る ク ラ ス タ ーの 特徴 を吟味 して ，6 ク ラス タ
ー

に 分類 する

の が 適 当 と判 断 し、図 1の 点線 で 示 さ れ る と こ ろ に カ ッ テ ィ ン グポ イ ン トを定 め た 。 こ の

よ うに して分け られ たそ れ ぞ れの ク ラ ス タ
ー

の 記 述統計 を表 6 に示す 。
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図 1． クラ ス タ ー分析の 結果
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表 6． 各 クラ ス ターの 記述統計

ク ラ ス ター 　　　　　 能力認知
人数
　 　　 　 平均 　 標 準｛扁差
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（上段 が 第1時点，下段が 第2時点）

　各ク ラ ス ター
の 平均値 を も とに ，特徴 を解釈 したい

。 図 2 は ク ラ ス タ
ー 1 に お ける 各要

因の 平均値 をプ ロ ッ トした もの で あ る 。 こ の ク ラ ス ターは 第 1時点 にお い て ，3 要 因 とも

値が 高め で あ る と解釈 され る範囲 に あ る こ とか ら，抵抗 感 を感 じて い た と思 われ るが
， 第

2 時点で はそれ ぞれ の 値が 低下 して い る こ とが うか が える 。 こ の ク ラス ター には 25 名が 属

す るが ，6 つ の ク ラ ス ター
の 中で 2 番 目に 人数 の 多い グル

ープ で ある 。 こ の ク ラ ス タ
ー

内

で の 個 人 の 変化 を ま とめ た の が 表 7 で あ る 。 こ の 表を見 る と， こ の 群の 多 くの 者で 抵抗感

が軽減 され た こ とが うかが える 。
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表 7． クラ ス ター 1 の 学習者の 変化

能力認 知　　不 安 圓 避

3

2

軽 減

上 昇

変化 な し

2221 1942 6　
72
1

至

計　　 25 25 25

能力認知 不宏 圃避

＋
第 1時点　

一4 一
第2時点

図 2． ク ラ ス ター 1 の平均 値の プロ ッ ト

　図 3 は， ク ラ ス タ
ー 2 の 各要因の 平均値 をプ ロ ッ トした もの で ある 。 こ の 群 には 30 名が

属 し，6 つ の ク ラ ス タ
ー

の 中で 最 も人 数が多い 群 で あ る 。 第 1 時点の 平均値 を見 る と，3 要

因 と も値 が 非常 に 高 く， こ の 群の 学習者 は当初非常 に 強 い 抵抗 感が あ っ た と考 え られ る 。

第 2 時点 の 平均値は ，依然高い 水準 に あ る もの の 、第 1 時点 よ り低 くな っ て い る 。 表 8 は
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こ の ク ラ ス タ
ー

に 属す る 学 習者の 個 人 ご との 変化 をま とめ た もの で ある n こ れ を見 る と、

こ の 群の 多 くの 者 で 抵抗感が軽減され た と言える n

7

6

5
表 8． ク ラス タ ー 2 の 学 習者の 変化

能力認 知　　不 安 回避
4

3

軽減

、上昇

変化 な し

2352 2028 0　
7／

3

2

2
計　　 30 3  30

1

能力認 知 不安 回 避

　　
一か 一

第ユ時点 　
一つ 　

第2時 点

図 3． ク ラス ター 2 の平 均値の プロ ッ ト

　図 4 は ク ラ ス ター 3 の 平 均 値 を プ ロ ッ トした もの で あ る。 第 1，第 2 時点 と も回避 の 値

は 非常 に 低 い た め， こ の 群の 学 習者 は 話す こ と を避 ける こ とは な く，む しろ 積極的 に話す

態 度を有 して い る と思 わ れ るが ， しか しその 背景で 不安が 高 く，能力 を低 く見積 もっ て い

る こ とが うか が え る 。 平 均値 で 見 る 限 り，第 2 時点 へ か けて 能 力認知 と回避 の 値が 変化 し

て い る 。 しか し不安の 値 は ほ とん ど変わ っ て い な い 。 表 9 は． こ の ク ラス タ
ー

に属 する 学

習者 の 個 人ご との 変化 をま とめ た もの で ある 。 平 均値 で は 変化 の 幅 は小 さい が ，個人 の 変

化 をみ る と，約半数で 軽減が 起 こ っ て い る こ とが うかが える 。
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表 9． クラ ス ター 3 の 学習者の 変化

能力
．
認知 　 　不安 回避

4

3

軽減

上 昇

変化な し

421 322 31

窪
丿

2 計　　 7 7 7

1

能力認知 不安 回避i

　 　 ＋ 第 1時点　
一m尋 m．’

第 2時点

図 4． ク ラ ス ター 3 の 平 均値の プロ ッ ト

　図 5 は ク ラ ス ター 4 の 平均 値 を プ ロ ッ トした もの で ある。
こ の 群 は、平均値を見 る と，

能力認知 と回避 に お い て は 否定的 な範囲 に は な い と考 え られ ， した が っ て 能力 を低 く見積

もる こ とや ，話す こ とを避け る こ とは あ まりな い と考 え られ る 。 しか し，不 安が 高 い こ と

が こ の 群 の 特 徴 で あ る 。 平 均値 の 変化 を見 る と，第 2時点 へ か けて 不安が 低下 し，能 力認
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知 が肯定的 に な っ て い る こ とがわか る 。 また表 10 の 個 人ご との 変化をみ る と， 能力認知 と

不 安に お い て ，軽減が 見 られ た者の 割合が 大 きい こ とが 分か る 。 た だ し回避 に おい て は平

均値の 変化は ほ とん どな く，個 人ご との 変化 を見て も，軽減 した者 はい るが ，その 割合 は

少 な い
。
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表 1・O、 ク ラ ス タ ー 4 の 学習者の 変化

能力認 知 　　不安 回避

4

3

軽減

上 昇

変化 な し

1132 Q／

34
．

rO55

2 計　　 16 16 16

1

能 力認知 不 安 回避

　　
一＋ 一

第 1時点　
一4 − ’

第2時点

図 5． クラ ス ター 4 の 平均値の プロ ッ ト

　図 6 は ク ラ ス ター 5 の 平均値 をプ ロ ッ トした もの で あ る 。 こ の 群 は ，能力 を低 く見積 も

る傾 向が 少 しある もの の ，不安 は さほ ど高 くな く，回避す る傾向 もさほ ど強 い わけで は な い
。

第 2 時点で の 値 は 第 1 時点か ら変化 して い るが ，そ の 変化 の 幅は小 さ い
。 回 避 にお い て 第

2 時点の 平均 値が 第 1 時点 を上 回 っ て い る が
， 第 2 時点 に お い て もさほ ど否定 的な範 囲 と

は言 えず，話す こ と を避 ける傾 向はあ ま りない と考え られ る 。 表 11 に示 され る個 人 ご との

変化 を見 る と，能力認知 に お い て 軽減 した者の 割合 が 多 い が ，不安と回避で はその 割合 は

少 ない 。
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表 11． クラ ス ター 5 の学習者の変化

能力認 知 　　不安 回避
4

3

軽減

上 昇

変化 な し

1030 55

つ

」

！
◎

7
 

2
計　　 13 13 i3

1

能力認 知 不 安 回避

　　
＋

第 1時点　
一 ●一 第2時点

図 6． ク ラ ス タ ー 5 の 平均値の プ ロ ッ ト

　図 7 は ク ラ ス タ ー 6 の 平均値 をプ ロ ッ トした もの で あ る 。 第 1時点の 平均 値 を見 る と，

こ の 群 は 当初か ら抵抗感は な く，英語 を話す こ とに対す る 自信 と積極性が あ っ た もの と考
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え られ る 。 第 2 時点の 平 均値 は，少 しで は あ る は第 1 時点 よ りも低 く， さ らに肯定的 な態

度 を有す る よ うに な っ た と 言え る 。 表 12 は こ の 群 の 学習者の 個人 ご と の 変化 を示 した もの

で あ る が ，全員 で は ない が軽減が起 こ っ て い る こ とが わか る 。
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表 12． クラ ス ター 6 の 学 習者の 変化

能 力認知 　　不安 回避
4

3

軽減

上 昇

変化 な し

64
−

2

732 7
塵
⊃

∩
V

つ帰 訓
・
　　 12 12 12

1

能 力認 知 不 安 爵1避

　　
一 ト 第 1時点　

…● ｝一
第 2時点

図 7． ク ラス ター 6 の 平均値の プロ ッ ト

3．考 察

　以上 の 結 果 を見 る と，SPM を取 り入れ た指導が 抵抗 感の 軽減に効果が あ っ た と言 えよ う。

表 4 に 示 され る よ うに ，抵抗感の 得点 の 平均 値が ，第 1時点 か ら第 2 時点 へ か けて 低下 し

て お り，t検定の 結果その 差 は有意で あっ た 。 したが っ て ，全体傾向 と して抵抗感が軽 減 し

た と言 え る 。 また ，表 5 に 示 され る よ うに ，個人 ご との 変化 を検討す る と，全員で は な い

が 多 くの 学 習者で軽 減が 見 られ た 。 以 上 の 結果 か ら，全体的 に 見て 抵抗感が軽 減 され た と

言 え よ う 。

　学習者 の 特徴 を もと に ， どの よ うな学習者で 軽減 が起 こ っ て い る の か ， ク ラ ス タ ー分析

の 結果 を もとに検討 を行 っ た と こ ろ．特 に授 業の 効果 と して 重 要 なの は r ク ラ ス ター 1や

ク ラ ス タ
ー 2 に 見 られた よ うな，3 つ の 要 因 と も値 が 高 く，抵抗感が 強 か っ た者 で 軽 減 さ

れ て い る こ とで あろ う。
こ の 2 つ の ク ラ ス タ

ーの 人数を合計す る と，分析対 象者の 半数以

上 を占め る 。
つ ま り，半数以上 の 学習者 が 強い 抵抗 感 を有 して い た わ けで ある 。 こ の よ う

な学習 者 に おい て抵 抗 感 の 軽減が 見 られ た こ とは意 義深 い と考え られ る 。 また ，ク ラ ス タ
ー

3， 4 の よ うに ，
一

部の 要因の み で 値が 高 い ケ ー
ス も見 られ たが 、その ような場合 で も軽減

が 起 こ っ て い た 。 さ らには ，ク ラ ス ター 5，6 の よ うに， もと もと抵抗 感が あ ま りない ケ ー

ス や，抵 抗感 が な く自信 も積極性 もあ る ケ ー
ス も見 られ たが その よ うな学習者 の 中で も

軽減が 起 こ っ て い る こ とが 見 られ た 。 こ の よ うな結果か ら， も と もとの 抵抗 感が 強 い 場 合

で も弱い 場合 で も，今回の 指導の 効果 が 見 られ た と言 えよ う。

　 また， こ の 効果が 比 較的短期 間に 起こ っ た こ と も注 目に 値する 。 調査期 間は 授業 3 回分

で あ っ た が ． こ の よ うな短期 問で 抵抗 感の 軽減 が 見 られ た こ とは，授 業実 践の 成 果 と して

重 要 で あ る と考 え られ る 。 特 に 大学で の 英語 の 授業 は 週 に 1 回 ない し 2 回 と少 な く、全授

業回数は 1 セ メ ス ターで 十数回 程度で あ る 。 そ の よ うな短期 間で 教育効果 を挙 げる こ とは

非常 に 難 しい が ，今 回 の 調 査 の よ うに 数 回 の 授 業で 肯定 的 な変化 が 見 られ た こ とは ，授業

実践 の 上 で 意義深 い と考え られ る 。

　 た だ し，多 くの 学習者が 抵抗感の 軽減 を見せ た 中で ，変化 しな い ，あ るい は逆 に増 した ケー
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ス が ある こ とを忘れ て は な らない 。 今 回の 取組が全 て の 学習者 に有効で あ っ た わけで は な

く，
一

部の 学 習者 に とっ て は効果が 無か っ た， あるい は逆効果で あ っ た こ とを示 して い る 。

本研 究で は ，抵抗感 を測定 しそ の 変化 を分析 したが ，抵抗感の 変化 を促進 　または 阻害す

る要 因 の 検討 は な され て い ない た め ， こ の 取組 は どの よ うな タ イプ の 学習者 に と っ て 有効

で ，逆 に どの よ うな タイ プの 学 習 者に は 有効 で なか っ た の か議論する こ とは で きな い
。 こ

の 点は本研 究の 限界で あ り， さ らな る調 査 が求め られ る 。

　また，本研究 は SPM を取 り入 れ た活動の 結果，抵抗感が軽減 され る か ど うか検 討 した が ，

他の 教授 方法 との 対照実験 を行 っ たわ けで は な い ため ，本研究の 結果だ けを もっ て ，抵抗

感の 軽減 は SPM に よ る もの とは 結論づ け られ な い
。 また，基準設定 とフ ィ

ー
ドバ ッ ク の機

能 に注 目 して SPM の 活動 を導入 したが ，対象 とな っ た授業 で は それ 以外 に summary 　task

を行 っ て い る 。 そ の ため ，本研 究の 結 果の み で は
， 抵抗感 の 軽減を促 した要 因 は 何で あ る

か 断定的 なこ と は言 え な い
。 単 に 英語 を話す経験 が 増 えた こ とで 慣 れ が生 じ，抵抗 感が 下

が っ た とい う解釈 も可能 か もしれ ない 。 た だ ，先 述の よ うに， ス ピーキ ン グ活動 は 四技 能

の 中で もっ と も不安を感 じや す い （Horwitz，　Horwitz，＆ Cope
，
1986；Price，1991） と思 わ れ る

た め ．単 に 英語 を話 す活動 に 取 り組 ませ る だけで は抵抗感 の 軽減 は望め ず，逆 に 抵抗感 を

強め る可能性が あろ う。 そ の よ うな考えに立 てば，SPM を取 り入 れ るこ とで 学習者は達成

感 を得 る こ とが で き， 抵抗感 の 軽 減 に つ なが っ た の で は ない か と推測は で きる 。 た だ し，

SPM を取 り入 れた 結果 ，多 くの 学習者で 抵 抗感 が 下 が っ た こ とは事実で あるが ，本研 究の

デザ イ ン は ，抵抗感 の 軽 減は SPM に よ り起 こ っ た とい う因果関係 を同定で きる よ うな もの

で はな い た め，SPM の 効果に よ り抵抗感が軽減 され た と断定は で きない
。

　以上 の よ うな限界が あ る た め ，今後抵抗感の 軽 減 に つ い て更 に深い 考察 を行 うた め ，ひ

い て はその 考察 を英語学 習 に対す る動機 づ けを高め る こ と に発展 させ る た め に は ，SPM の

活動 で 学 習者が 発 した 文の 数や ，
セ ッ ト間 で の 文数の 変化， SPM を行 っ て い る 時 の 不安，

原 因帰属 な どの デ ータ を収集 し，そ れ ら と抵抗感 の 変化 との 関係 を分析す る必 要 が ある 。

今後 は こ の よ うな学習者 の 行動 や思考 と動機づ けの 変化 に関す る分析 を重ね る こ とで ，動

機づ けを高め る教授方略に つ い て議論が な され る こ とが 望 まれ る 。

謝辞

有益 な コ メ ン トを くだ さ っ た匿名査読者 の 皆様 に ，
こ の 場 を借 りて 御礼 申 し上 げ ます。

注
1 本稿 は ，全 国英語教育学会第 34 回東京研究大会 （2008年 8 月 9 日，於 ： 昭和女子 大学）

に お ける 研 究発 表の 内容 に 基づ い て 修 正 を加 えた もの で ある 。 また本研 究は ，科学研 究費

補助金 （課題番号 19720136）に よ る補助 を受け て 実施 され た 。

2Soresi （2005）で は他 に persuasion　taskも紹介 されてい る 。 こ の 活動は、各列が異 なる立

場 か ら意見 を述べ 相手 を自分 の 立場 に説得 し よ うと試み る もの で ある 。 教 授者が何 らか

の テ
ーマ を設定 し，予 め それ ぞれ の 列 の 立場 を指定す る 。 例 えば 1番の 列は そ れ に賛 成 の

立場 で 意見 を述 べ ，2 番は反対 の 意 見 を述べ る 。 SPM の 基本の 手川頁を数 回行 い ，そ れ ぞ れ

が 意見 を言 え る よ うに な っ た ら persuasion に移 る 。 この 段階で は，まず 1番が 自分 の 意見 （賛

成意見） を 30秒 で述 べ る 。 続い て 2 番は， 1番が 2 番の 立 場 （反対意見）に 気持 ちが 変わ

る よ うに 1 番 を説 得 す る 。 時 間 は 45 秒か ら 1 分 とる 。 終わ っ た ら役割交代 し，2 ・番が 自分

の 意見 を述 べ ， 1番が 説得 を試 み る 。
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